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みると， 5 月 28 日の条に私はこう書いている。~.鎌倉君がへアトニザグと間違えてメチ
ルーアルコ ルをかけ，眼を痛めた由，ヲレンチ夫人とミス・ア三ーに迎えられて鎌倉









である。これが経済取引の面に現われると， “for s-ervice rendered， 1 expect pront ，. 
ということになるが，それはともか<.鎌倉君は，他人事にこだわらなし、，割り切って
物を考えまた行動する，そしてまた， ある意味で楽天的な性格の持主であった。最初か
らアメリカの風土に，何ら違和感を覚えずに， なじめる人柄だヮたように思う。こんな
人柄の上に，豊かな生活評験や，事実についての豊富な知識が積み累なって，著書論
文の独特な書き方，話の仕方となって現われたのであって，君の著述や講演が広〈 般
社会人，とくに財界人にまでアピ ルしたのも，宜なるがなというべきであろうか。
仏教に逆縁ということばがあるが， 私はこのに二とばぞかみしめながら，追憶談を終り
たいと思います。
